













































































 金, 白金, パラジウムなど, これまで歯科治療に汎用されてきた貴金属の資源的な問 題 に 直 面
 し, 最近では各種代用合金の開発普及が健進されている。 なかでもニッケル系合金は, 優れた耐蝕
 性や機械的性質を有し, 合金と して比較的低融のものが闇発し得ることか ら, 注霞される合金の一
 つとされている。
 しか しこれ ら合金の鋳造加工物には, 比較的大きな変形がみ られる。 さ らにまた優れた寸法精度
 を有する小型鋳造物を得るための技術的な問題に関しては, 今日に至るまでほとんど未開発の状況
 にあると言えよう。
 本研究では, ニッケル系合金の鋳造加工時における変形の原因を分析し, 寸法精度の優れた小型
 鋳造物を得るための方法を検討 した。
 実験 i、 リン酸塩吸水膨張埋没材の諸性質
 前報において, 埋没材の高温時強度が大きすぎる と, 鋳造物に変形のもたらされることが予測さ
 れている。 こうした意味において市販埋没材は, 一般に高温時強度が大きすぎ, さらにまた膨張量
 も不十分であることか ら, 市販埋没材にクリストバライ ト粉末を i5～30w.む %混入し試験した。
 その結果, 高温時強度が小さく, 吸温水膨張量ならびに加熱膨張量が大きく, しかも凝結膨張量の
 小さい埋没材を得, 本埋没材 の使罵 によって, ニッケル系合金を胴いた鋳造物の寸法精度を改善で
 き る こ とが予損葛された。
 実験 2. 鋳造体の寸法精度
 前記埋没材を用いてニッケル系合金によるU字形鋳造試片を製作 し, その膨縮量ならびに変形指
 数を, 市販埋没材によるそれと比較した。 その結果, (1) クリス トバライ ト粉末を 15w.t。 %添加し
 て篤いると, 試捧の変形指数は市販埋没材による試片に比べ大幅に低減 した。 また埋没材の総合膨
 張量が大幅に増加しているのにも関わらず, 試片の膨張量は大きくならなかった。 (2) クリストバ
 ライ トを 30w. t. % 添加して用いると, 試片は原型よりもわずかに大きくな り, 開脚変形は大幅に
 改善した。 また本条件 では, ニッケル系 合金 の鋳造収縮の補償が可能 であった。
 以上から, りん酸塩系埋没材を胴いて高溶合金を鋳造し, MOD形 態の鋳造物を調製する場合に
 は, 高温時の鋳型強度が大きすぎると, 鋳造体に変形のもたらされることが闘らかとなった。
 実験 3. 低融ニッケル系合金鋳造体の寸法精度
 最近石こう系埋没材に鋳造可能な, きわめて低融のニッケル系合金が開発された。 本実験では,
 市販の2種類の石こう系埋没材を用いて低融ニッケル系合金によるU字形鋳造体を麟報と聞様の方
 法により調製 し, その寸法精度を比較検討した。
 その結果, (1)試片の寸法精度は, いずれの埋没材を用いても比較的良好であった。 (2)専用埋没材
 の凝結膨張量はきわめて大きかったにもかかわらず, 試片の変形はきわめて小さかった。
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審査結果要旨
 歯冠修復胴鋳造物に用い得る代用合金として, 最近では, ニヅケル系合金が濫目されている。 し
 かし, これらの合金を用いた小型鋳造物には, 一般に大きな変形の見 られることが知 られている。
 これらの変形によって, 修復物は適合不良となるため, この種の合金は, 一般に広く用いられるに
 は至っていない。
 著者は, 前報における実験結果などか ら, これらの変形が主として金属の凝結時に生ずるもので
 あり, 鋳型に用い られる埋没材の高温時強度と密接に 関連 していることを想定 している。
 本論文において著者は, リン酸系埋没材について, 高温時強度の弱い埋没材を試作し, それ らの
 各種性状を試験 し, これを用いることによらて鋳造体にみ られる変形を減少せ しめ得ることを明ら
 かにするとともに, きわめて変形の少ない, 寸法精度の優れた鋳造物の得られる方法を開発してい
 る。
 さ らにまた, 最近開発された石膏系埋没材を使用できるきわめて低融のニッケル系 合金を 用い
 て, きわめて変形が少なく, 寸法精度の優れた鋳造物の得 られる方法を提唱 している。 このなかで
 も特に注目すべき事項は, これまで鋳造体に変形をもた らす主要因子の一つとされてきた埋没材の
 凝結膨張がきわめて大きい場合でも, 埋没材の生型強度が蝋型に比して十分強ければ, 鋳造体には
 変形の生 じないことを実証した点であ り, このことは, 従来から鋳造体の精度を損なう因子とされ
 てきた埋没材の凝結膨張を, 鋳造収縮補償手段として利爾 できる可能性を示唆するものである。
 このことは, 著者が, この後に発表 した論文において再確認 している。
 よって, 本論文は十分学位授与に値するものと認める。
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